


























































第３章　自分を他者 ( 相手 ) の中においてみるー 香港・清水海岸
3.1　　序文
3.2      表現活動１《How to disappear (completely): Re-naturalization / 
Practice 1 ( ( 完全に）消えるための手立て：再自然化 / 実践１)》概要
3.3　　「わたし」たちの気づきの交換録＃１






4.2　　表現活動２《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo ( ギフト交













































5.2　　《The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park》脚本
5.3　　表現活動３《The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park 









6.2　　表現活動４《表現活動４《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno ( アバター・



































































































所で働く同僚同⼠であった。⽗は、70 年代にアメリカの⼤学院に 2 年ほど会社から派遣さ
れ留学し、その繋がりもあって、結婚する直前にニューヨーク⽀社への転勤が決まった。⺟






















































































































































































- - - - - 
5 ウィリマンらが、⾃⾝のグループを「オルタナティブ」と呼んでいた。「⽂化、⾳楽、アート、⽂学に
関わる活動を⾏う左派的な考え⽅をもった集団」と、ウィリマンは話す。 


































































- - - - - 
6 このスイスの「フォークダンス folkdance」を調査する活動は、その後も継続された。調査を通して、
2 ⼈はそれらのステップが欧州内外のフォークダンスのステップを取ってきて、再構成したものだと気が






2 章 研究という芸術実践 
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図 1-1 ウィリマンと初めて撮影した Willimann/Arai のセルフポートレート 
互いに２⼈組として、どのような⽴ち振る舞いをするべきか思考中であり、 
まだぎこちない。 (撮影: 2015年 10⽉ 8⽇ / Willimann/Arai)  































































- - - - - 











































































- - - - - 
8 松井みどり、前掲書（注釈 7）、125⾴。 
9 ⼤橋洋⼀ 「つらぬいた『異邦の異邦⼈』エドワード・サイード⽒を慎む」『朝⽇新聞（⼣刊）』 
2003 年 9⽉ 29⽇。および、有満保江 「⽂学にみる他者性ー⽇本とオーストラリアの場合」『アメリカ
太平洋研究』第 14号、2014 年 3⽉、61‒78⾴。 



































- - - - - 






























- - - - - 
スノグラフィー: 新しいフィールドワークの理論と実践』、2013 年。)、104⾴。 
12 同書（注釈 11）。 
13 岡原正幸 「喘息児としての私―感情を⽣きもどすオートエスノグラフィー」 (岡原正幸、⼩倉康
嗣、澤⽥唯⼈、宮下阿⼦ 『感情を⽣きる: パフォーマティブ社会学へ』 東京: 慶應義塾⼤学三⽥哲学
会、2014 年)、78⾴。 
14 藤⽥結⼦ 「エスノグラフィー」(藤⽥結⼦、北村⽂編 『現代エスノグラフィー: 新しいフィールド
ワークの理論と実践』 新曜社、2013 年。)、23⾴。 
15 同書（注釈 14）、21⾴。 
16 マリノフスキー、ブロニスラフ 『マリノフスキー⽇記』 ⾕⼝佳⼦訳、平凡社、1987 年。 
17 井本由紀、前掲書（注釈 11）、106⾴。 
18 藤⽥結⼦、前掲書（注釈 14）、18-23⾴。および、ピーター・ソーントン 「ポスト構造主義とポス
















80 年代に⼊ると、『⽂化を書く』(Clifford and Marcus (eds.) 1986)や『⽂化批評として












- - - - - 
19 川⼝幸⼤ 「東北の関⻄⼈:⾃⼰／他者認識についてのオートエスノグラフィ」『⽂化⼈類学』 84
巻、2号、2019 年 9⽉、153⾴。 
20 エリス、キャロリン、アーサー・ボクナー 「⾃⼰エスノグラフィー・個⼈語り・再帰性：研究対象
としての研究者」(デンジン、ノーマン・K、イヴォンナ・S・リンカン 『質的研究ハンドブック質的研
究資料の収集と解釈』3巻、平⼭満義、⼤⾕尚、伊藤勇訳、京都: 北⼤路書房、2006 年) 、136⾴。  
21 エリス、キャロリン、アーサー・ボクナー 、同書（注釈 20）、138⾴。 
22 北村⽂ 「表象の政治」(藤⽥結⼦. 北村⽂. 『現代エスノグラフィー: 新しいフィールドワークの理論
と実践』, 2013 年.) 
23 川⼝幸⼤、前掲書（注釈 19）、154⾴。 
24 近年は⽇本においても、そういった研究も⾏われている。（参照：沼崎⼀郎 「オートエスノグラフ

































話を尋ね歩く実践をつづけている中で、2015 年 12 ⽉に⾹川さん(79)という⼥性と出会っ
た。そこで体験したことを、当時の⼿記と交えて以下のように私は記述した。 
 
- - - - - 
の再発⾒』 世界思想社、1995 年） 
26 井本由紀、前掲書（注釈 11）、108⾴。 
27 ⽯原真⾐ 「〈沈黙〉のオートエスノグラフィー : 『サイレント・アイヌ』におけるサバルタン化の
プロセスとポストコ ロニアル状況」 北海道⼤学⼤学院⽂学部博⼠論⽂、2018 年。 
28 川⼝幸⼤、前掲書（注釈 19）、153⾴。 
29 エリス、キャロリン、アーサー・ボクナー 、前掲書（注釈 20）、135⾴。 
30 同書（注釈 20）、151⾴。 
31 同書（注釈 20）、142⾴。 











































































- - - - - 
33 デンジン、ノーマン・K、イヴォンナ・S・リンカン 「経験的資料の収集・分析法」第１部 (同書＜
注釈 20＞)、33 ⾴。 














































































































この章では、⾹港で 2015年に⾏った《How to disappear (completely) ( (完全に）消える
ための⼿⽴て》シリーズの中から、実践者⾃⾝を他者（相⼿）の中においてみるという試み
を⾏った《Re-naturalization / Practice 1（再⾃然化/実践１)）という表現活動を事例とし
て取り上げ、表現活動の実践の中で起こる１つの体験について探る。 
3 章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
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３.２ 表現活動１《How to disappear (completely): Re-




（1） 表現活動の主体： ニナ・ウィリマンと「わたし」 






















- - - - - 
37 ⼲潮時 15時 10分は、1 年間の海⾯の⾼さから割り出した平均値である平均潮位mean sea level より
も-1.0mであり、満潮時 21 時 34分は、+2.5mであった。出典: CHOSEKI「釣りの為の Hong Kongにて
の 2020 年の潮⾒表」.参照 2020 年 6⽉ 12⽇. https://choseki.com/as/china/hong-kong. 













図３-1 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》活動⾵景 
ウィリマンと「わたし」の交代時、記録⽤ビデオカメラの⾒守り役として途中から来てくれた写真家・
カティア・グレースは、海に⽴つ「わたし」（たち）の姿をみるやいなや、興奮気味に持っていたカメ












3 章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
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2015年 9⽉ 13 ⽇ ⾹港 
 
私は、⼀⼈じゃない、ここにはゴキブリがいる。 




2015年 9⽉ 19⽇ ⾹港 
 





































* 不安  
出典: 「ゴキブリ恐怖症」https://itspsychology.com/katsaridaphobia/ (2015.09.16) 
 
* nausea and dizziness 
* shivering 
* difficulty breathing 
* high heart rate 
* drowning or strangling sensation 
* chest pains 
* numbness 
* excessive sweating 
* difficulty thinking or speaking clearly 
* inability to distinguish between the real and unreal 
* crying and shouting 
* panic attacks 
* lack of control 
* paralysis, temporary loss of movement 
* fear 
* anxiety 




















Im neuen Zuhause habe ich einen TV. Den schalte ich nun öfters ein (Ich habe gehört 
dass man das so macht, wenn man sich einsam fühlt) und lasse mich berieseln von 
schlecht auf Mandarin oder Kantonesisch synchronisierten Re- portagen mit jungen 
Moderatoren die in einem namenlosen Land irgendwo in Afrika von Kindern mit 
kaputten Schuhen Boxen lernen, Serien mit Jungs und Mädels die unschuldig auf 
Parkbänken schäkern, englischen Historienfilmen über das alte China mit Untertiteln in 
Mandarin, Werbungen für Schönheitswettbewerbe, Quizsendungen über das 
Midautumn Festival etc. während ich esse, dusche und E-Mails schreibe. Ich fühle mich 
jetzt tatsächlich weniger allein. Aber ich fühle mich als Eindringling in ein verbotenes 
Terrain, als Voyeurin, denn ich lerne vom TV mehr über den Alltag der Hongkonger als 
aus eigener Erfahrung. Der TV ist ein Schlüsselloch, der mir einen Einblick in eine 






（撮影: 2015年9⽉15⽇ / 新井⿇⼸） 
 
＊ 
3 章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
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Ich baue den Kakerlaken ein Haus.  
 
Ich habe kürzlich mit Schrecken festgestellt, dass ich in den letzten Jahren eine 
gewisse Routine entwickelt habe mit den Abschieden. Ankommen, und in Gedanken 
schon wieder weg sein. Ankommen mit der Gewissheit, nicht lange zu bleiben. Nicht für 
3 章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
 30 
immer zumindest. Niemals für immer. Immer für eine Zeit. Es ist eine Gewohnheit 
geworden. Und wenn Gewohnheit Heimat ausmacht: kann der ewige Abschied ‒ kann 
































































































































































































3 章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
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図 3-4 ⾹港・下⽩泥から⾒える中国本⼟の⾵景 
マングローブの奥には、中国・深圳の⾼層ビルと⼭並みがぼんやりと⾒える。 
向こう側まで歩いて⾏けそうな距離感に⾒えて踏み出すが、実際には 5km以上ある。 






活動である Re-naturalization / Practice 1（再⾃然化/実践１)の考察を述べる。 
 




































図 3-5 開発が続けられる⾹港島 
(撮影: 2015年 9⽉ 17⽇ / 新井⿇⼸)  
 
- - - - - 
40 英語では、“foreign”とウィリマンとの間で呼んでいる。この foreign という語には、差別的意味合いが
含まれる場合があるため、常に””をつける。また、ここでの foreignerは「わたし」たち⾃⾝である。 

































- - - - - 
41 正式名称は、郊野公園(Country Park)。郊野公園は、⾃然公園法に基づいた国⽴公園をさす。 
42 「HONG KONG : THE FACTS - Country Parks and Special Areas」、
https://www.afcd.gov.hk/english/country/cou_lea/the_facts.html (2020 年 11⽉ 5⽇にアクセス)。 
43 遠藤海⽃ 「⾹港の地理とジオパーク」 『⽷⿂川市博物館研究報告』  ３号、2014 年、67⾴。お
よび、「⾹港郊野公園 - 維基百科，⾃由的百科全書」、
https://zh.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%99%E6%B8%AF%E9%83%8A%E9%87%8E%E5%85%AC%
E5%9C%92（2020 年 11⽉ 6⽇にアクセス）。 
 


























(撮影: 2015年9⽉17⽇ / 新井⿇⼸)  
 
- - - - - 
44 鮎川慧 「アヘン戦争下の⾹港におけるイギリス⼈による都市建設 ⾹港島の地理・⾃然環境からみる
⼟地区画の分配とその利⽤」『⽇本建築学会計画系論⽂集』 78巻、609号、2013 年 8⽉、1875‒81
⾴。 
























図3-7 《How to disappear (completely): Integration / Practice 1》記録映像抜粋 
⾹港島で最も⼈通りの多いとされる銅鑼灣駅前の交差点前にて、ウィリマンと交代で⽴ち続ける。⼈々
は、特に「わたし」たちに⽬もくれずに忙しなく通り過ぎていく。 
(撮影: 2015年11⽉7⽇ / Willimann/Arai)  
3 章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
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３.４.２ 表現活動の内容 ― 海に⽴ちつづける 
 






















図 3-8 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 01 
活動開始から 2分後、15時 12分頃の様⼦。ウィリマンが初めの１時間⽴つ。  
(撮影: 2015年 10⽉ 28⽇ / Willimann/Arai / 本活動記録映像より抜粋)  







































3 章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
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図 3-9 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 02 
「わたし」がウィリマンと交代を⾏う。活動開始から 59分後、16時 09分頃の様⼦。 




















































たりはだいぶ薄暗くなってきて、ウィリマンの輪郭もぼやけている[図 3-10]。   
3 章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
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図 3-10 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 03 
3 回⽬の交代前の海に⽴つウィリマン。活動開始から 2 時間 45 分後、17時 55 分頃の様⼦。 
































図 3-11 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 04 
3 回⽬の交代後の海に⽴つ「わたし」。⽇が暮れ、周囲が⽬視で確認できなくなってきた 
活動開始から 2 時間 50分後、18 時 00分頃の様⼦。 

























図 3-12 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 05 
周囲の明るさや波の強さに対する体感が急激に変化してきた活動開始から 2 時間 54分後、18 時 04分頃
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図 3-13 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 06 
周囲が全く⾒えない中、押し寄せる波に対する恐怖⼼で、無意識に左後ろへ動いていってしまっている
「わたし」。ウィリマンとの交代の直前。活動開始から 3時間 45 分後、18 時 55 分頃の様⼦。(撮影: 










図 3-14 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 07 
ウィリマンが交代後、時間がきて実践を終えると、丘の後ろから満⽉が出て、あたりが少し明るくなっ
た。活動開始から 3時間 55 分後、19時 05 分頃の状況。 
(撮影: 2015年 10⽉ 28⽇ / Willimann/Arai / 本活動記録映像より抜粋)  














































































いう体験について述べてきた。第４章では、《The gift exercise / Invitation 2》シリーズか
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４.２ 表現活動２《The gift exercise / Invitation 2.1: 
Nakanojo (ギフト交換練習/招待 2.1：中之条)》概要 
 
 
(1) 表現活動の主体： ニナ・ウィリマンと「わたし」 
 表現活動の参加者： 中之条の住⺠ 
 表現活動の観客：展覧会「中之条ビエンナーレ」に中之条の外から訪れた⼈々 
(2) 活動期間：2017年8⽉19⽇ から10⽉11⽇ (計54⽇間) 
群⾺県中之条町で2年に１度開かれている地域展覧会・中之条ビエンナーレ45の開催
期間は、2017年9⽉9⽇から10⽉9⽇。 


















- - - - - 
45 中之条ビエンナーレ 2017は、展⽰会場が町内 51ヶ所、参加アーティスト数 162組。全会場⼊場者累
計のべ 42万⼈(参照：「中之条ビエンナーレ 2017」『中之条ビエンナーレ公式ウェブサイト』、https://nakanojo-







https://artscape.jp/report/curator/10091665_1634.html、＜2020 年 7 ⽉ 21 ⽇にアクセス＞。) 






図 4-1 《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》活動場所前に⽴つウィリマンと「わたし」 
住⺠から借りた⾬漏り時の掃除⽤モップや⽔タンクなどの⾷器洗い道具⼀式を建物前に配置した。 
この場で⽣活する中で、徐々に物も増え、配置も⽇々変化していく。 
























Wir essen in einem Italienischen Restaurant neben einer Tankstelle am Rande der 
Stadt, eingeladen von einem (ich schätze etwas einsamen) älteren Herr, der uns davor 
einen funktionierenden Kühlschrank, eine Herdplatte, eine Garderobe, einen 
nagelneuen Gasherd und eine fast neue Kamera geschenkt hat. Er wollte nichts zurück. 
Ich fühle mich ein bisschen schuldig, dass ich den von M holprig übersetzten 
Geschichten des Herrn kaum folgen kann. Es geht um seine Leidenschaft fürs 
Schlittschuhlaufen, die Berge und seine fünf Katzen. Doch ‒ besteht nicht genau darin 
der Deal, den wir vorschlugen? Im Tausch von Material gegen Geschichten: 
Handfestes, Lebensnotwendiges gegen Immaterielles, von denen, die es sich leisten 































Wir schlafen zum ersten Mal im Raum. Die Tür ist kaputt und von innen nicht 
abschliessbar, ich bin ein bisschen beunruhigt deswegen, aber M winkt ab und meint, 
dass sein kein Problem, Japan sei sicherer als Zürich. Das beruhigt mich. Am frühen 
Morgen wache ich auf wegen eines Geräuschs, das mich entfernt an die Pausenglocke 
meine Primarschule erinnert. Draussen spricht eine schläfrige Stimme aus 
Lautsprechern auf Japanisch. In der Dunkelheit nehme ich den aufrecht sitzenden 
Schatten von M im Bett neben mir wahr. Sie übersetzt: Missile Alarm. Die Stimme im 
Lautsprecher informiert über den Abschuss von Raketen in Nordkorea die auf Japan 
zusteuern und rät, sich in Sicherheit zu bringen, im Keller oder stabilen Gebäuden. 
Keller gibt es hier nicht und das Holz unseres Gebäudes ist morsch. M sagt, das müsse 
man nicht ernst nehmen, das beruhigt mich, und ich lege mich wieder hin. M zückt ihr 
Mobile. Draussen ist es ganz still, kein Auto fährt vorbei, die Stadt schläft noch. Nach 
einer Weile reisst mich eine zweite Durchsage aus dem Schlaf mit dem Aufruf, es soll 
sich sofort bei der Polizei melden, wer seltsame Objekte finde, es könnte sich um Teile 
der Rakete handeln. Ich schaue noch eine Weile Ms Silhouette im Schein des 
Bildschirms an und schlafe wieder ein. Am nächsten Morgen gesteht sie mir, dass sie 
Angst hatte, mich aber nicht beunruhigen wollte damit. An den Missile-Alarm ist man 
zwar gewöhnt, so wie man sich die Erdbeben gewohnt ist, aber dies ist das erste Mal, 
dass Raketen Japan überfliegen, bevor sie ins Meer stürzen. Unangekündigt. In Japan 
ist man alarmiert und fühlt sich bedroht. Der Vorfall wird in allen Medien heftig 
diskutiert, sämtliche Fernsehstationen senden verwackelte Bilder von Kameras, welche 
die Rakete im Morgenhimmel suchen, abwechselnd mit Aufnahmen von Kim Yong Un 
und Archivbildern von Raketenstarts. Die USA, die vor Nordkorea gemeinsam mit dem 
südlichen Nachbarn gerade ein Manöver durchführen, zeigen sich offiziell 




4 章 相⼿と⾃分を重なり合わせるー ⽇本・中之条編 
 56 
































Ich spüre eine Grenze, sowohl in unserer Zusammenarbeit (das ständige Zusammen-
sein) als auch im Austausch mit unseren „Gästen“. Ich ertrage ich meine Charakter- 
und Sprachlosigkeit nicht mehr. Ich sehne mich nach meinen Kleidern, nach meinen 
Haaren und nach meiner Sprache, ich wünsche mir sehnlichst eine Tür, die ich 
schliessen kann hinter mir. 























Our hospitality consists in providing space. We make an offer and wait for someone to 
answer us. This openness and freedom allow things to happen which you could never 
plan. But it also includes the risk that our guest takes all the space and even displaces 
us from it. Radical hospitality, according to Derrida, takes into account self-extinction. 
Hospitality can be abused, it can be exclusive, overbearing, parasitic or aggressive. Or - 
is this no hospitality anymore?  
 
Where does transgression begin? Fortunately, we have never been confronted with an 
assault in the physical sense. But with some marginal situations indeed. And with many 
people who have dumped their worries and problems, and also their care and love in 
our room without asking. With guests who did not want to go anymore. The question is 
always: how far can one go? When did the point come to say no, to abort the game? 
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で取り上げている表現活動〈The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo〉での考察を述
べる。 
 
４.４.１ 表現活動の背景 ― ゲストとホスト 
1.1 ゲストとホスト 
 
本章で取り上げるこの表現活動２〈The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo〉では、
2016年にスイス・フランス語圏にあるロマンモティエで⾏った表現活動〈The gift exercise 
/ Invitation 1: Romainmôtier〉で学んだことを応⽤した。 
 






























- - - - - 




















The gift exercise（ギフト交換練習） 












図4-2 《The gift exercise / Invitation 1: Romainmôtier》記録写真 
スイス・ロマンモティエにて、地元住⺠からもらったカボチャを使い 
招待状に添えるクッキーを作る。 (撮影: 2016年10⽉8⽇ / 新井⿇⼸) 
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図 4-3（左）《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》活動拠点となった元店舗前の普段の様⼦ 
図 4-4（右）《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》活動拠点が⾯する JR 中之条駅へと続く 
街⼀番の⼤通り(図 4-3・4-4ともに、撮影: 2016年 11⽉ 5⽇ / 新井⿇⼸) 
 
 
４.４.２ 表現活動の内容: 交換⽣活する場をつくる 
 








図 4-5 活動初⽇の室内の様⼦（撮影: 2017年 8⽉ 19⽇ / 新井⿇⼸） 
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図 4-6 活動を伝えるフライヤー 
地域の回覧板でも回した。（撮影: 2017年 8⽉ 19⽇ / 新井⿇⼸） 
 
 



































図 4-7 活動 4 ⽇⽬の様⼦ 
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図 4-9 借りた炊飯器と⼩池さんの畑でとれたミョウガで炊いた炊き込みご飯 
（撮影: 2017年 8⽉ 28⽇ / 新井⿇⼸） 
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図 4-10 活動 23 ⽇⽬の様⼦ 
毎晩中之条の住⺠たちが家族連れで、通りがかりに遊びに来る 
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図 4-11 活動 24 ⽇⽬の様⼦ 
夜仕事を終えた住⺠たちが、外れやすいすだれを取り付けに⼿伝いに来てくれる。  






































図 4-12 県外からやってくる観客たち  





















図 4-13 ユニフォームをきた中之条の住⺠たちが新たな客を招き⼊れ続けた  
(撮影: 2017年 9⽉ 24⽇ / ⼩池藤夫) 
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図 4-14 招き⼊れた新たな客と共に遊ぶ中之条の地元の⼦供たち  
(撮影: 2017年 9⽉ 19⽇ / 村上久美⼦) 
 
 
図 4-15 「Willimann/Arai」役としてそれぞれが活動の主体となり、招き⼊れ続けた中之条の住⺠たち  



























図 4-16 「気軽によります」というお願いと交換された招き猫 
「⼆⼈を彷彿させる」と中之条の住⺠が招き猫を⼆体持ってきた。 
（撮影：2017年 9⽉ 12⽇ / 松尾宇⼈） 
  












































































(Willimann/Araiレクチャーパフォーマンス《Reflection fig.1: Hospitality》脚本他より抜粋 / 和訳: 新井







Welcome to everyone, Iʼm very happy to have you here! 
Maybe I should also introduce myself? 
 
I am willimannarai.  
 
Hmmm…. Well, what else shall I say ‒ 
 
If not asked,  
usually I do not tell anything about myself.  
I am characterless, colorless, and shapeable, adapting to every context.  
I become the vessel into which I am poured.  
I do not create anything. Iʼm a person but not an individual, and I exist only in plural: 
I am at least four,  
sometimes more,  
and most likely two. 
 
I live from what you give me. I live in your furniture and in your stories.  
I align myself with you.  
I am your host and your guest  
at the same time.  
My home does not belong to me.  
It does not protect me.  
But it does not protect you, neither.  
Because there is nothing to be protected here  





I am your runaway son and daughter,  
your granddaughter  
and lost partner.  
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Iʼm an attendant. Career.  
A rental woman and comforter. I am vulnerable.  
I am lost.  
I am your pupil and your teacher.  
Your Spectator. 
Your Witness.  
I am your gardener, your Cook, and your Masseuse.  
Iʼm your entertainer.  
Iʼm a Clown. Iʼm the monkey in the Zoo, 
Iʼm your Nurse, personal trainer and nutritionist.  
Iʼm the one who is always listening to you. And to everyone else.  
I am 
a gap- and time-filler.  
I am 
a universal set piece.  
I am 
a flag in the wind.  
I am nothing.  
I am empty.  
Iʼm an angel,  
Iʼm a parasite.  
Iʼm a false daughter-in-law. A delusional cheat. A Swindler Trick thieve Player Wrong-
way driver Extortionist and deceitful inheritor  
and a Witch.  
I am THE FEMALE PRINCIPLE.  
I am  
THE OTHER 
I am  
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図 4-17 willimannarai セルフポートレート 
中之条での表現活動を通して、「わたし」たちは 
⼆⼈での活動時に第３の⼈物になっていると意識し始める。 
(撮影: 2017年 11⽉ / Willimann/Arai) 



















て述べてきた。第５章では、《The gift exercise / Invitation ４》シリーズから、2015年
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５.２《The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park 
（ギフト交換練習/招待 4.2：太魯閣国⽴公園）》脚本（邦訳版） 
原⽂執筆: ナツ・ヒジウ, 李尚喬, ニナ・ウィリマン, 新井⿇⼸ 
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歴史的な記録によると、サカダンのタロコ族は 241年前からこの⼟地に住んでいました。 
















































































































- - - - - 
49 サカダン村の隣村ホホス村の中国語名称。 
50 サカダン村の中国語名称。 
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５.３ 表現活動３《The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko 















exercise / Invitation 4.1: Sakadang/Datong〉を⾏った。以来、毎年台湾に帰り、プ
ロジェクトシリーズ〈The gift exercise / Invitation 4: Taiwan〉を進めている。本
節で取り上げる〈The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park〉も、⼀
連のプロジェクト内の１つの表現活動実践である。2018年に⾏い、2020年現在も発
表を続けている。 
(３) 発表地： 台湾・太魯閣国⽴公園、TheCube Project Space台北（2018年8⽉










- - - - - 
51 台湾では、「先」は「既になくなってしまった」という意味を含むため、「原住⺠」という⾔葉が使わ
れるが、本稿では⽇本語表記に合わせて「先住⺠」を使⽤することとする。 








図 5-2 《The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park》記録写真 
レクチャー・パフォーマンスを初めて公演した際の記録写真。台北にあるギャラリーTheCube 
Project Space Taipeiにて。(撮影： 2018 年 8⽉ 11⽇ / Dorothy WONG Ka Chung) 
 
図5-3 『禮物交換練習 / 邀請 4.2: 太魯閣国家公園 The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko 



















































図 5-4 滞在していたタロコのホスト・ヤヤの家の⼀部 
いつもみんなで集まって⾷事をとる⼩屋の中から。ヤヤは、村の中でも特に敬虔深い 
キリスト教徒であり、⼭の下にある教会の１つをまとめている。 











- - - - - 
によると、それは太平洋戦争前の⽇本に対するアメリカ⼈の戦略の１つであったという。しかし、当時ま
だ⽂字を持たなかったタロコの⼈々は、それらの歴史を記述として残してはいない。戦後、タロコの⼈々
は、アメリカ⼈宣教師ラルフ・コーヴェル Ralph Covell(タロコ名は、Yudaw Watan)⽒の協⼒のもと、タ
ロコの⼝頭⾔語をローマ字で書記⾔語化し、聖書の翻訳を⾏う。それにより、台湾先住⺠族の中でもいち
早く、書記⾔語の導⼊がおこった。（参照: 臺灣聖經公會 『太魯閣語聖經 = Patas Suyang Kari Ttuku: 
現代臺灣太魯閣語聖經 : The Truku Bible : Todayʼs Taiwan Truku Version』 臺北: 臺灣聖經公會、2005
年。） 
 




図 5-5 サカダン村へ続く道・サカダン林道から望む向かいの⼭肌 





















- - - - - 
53 東啓 劉、油井正昭 「第⼆次世界⼤戦以前における台湾国⽴公園の成⽴に関する研究」『ランドスケ
ープ研究』 63巻、5号、2000 年。 






















図 5-6 サカダン村に残るかつて⽇本⼈の先⽣が住んでいた家の⾵呂場跡 
分厚いコンクリート塀とタロコの村の⼈が最近通した⽔道管とのコントラストが強い。 




- - - - - 
54 徐如林、楊南郡 『合歡越嶺道 : 太魯閣戰爭與天險之路』 臺北: ⾏政院農業委員會林務局、2016
年。 
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さらに⽇本軍による⼭岳地域の占領が始まる以前、タロコ族を含む⼭岳⺠族には、本論
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図 5-7 畑を荒らす動物除けの罠に捕まった⼤猪の解体 
腸からは、消化中だったヤヤの畑のサツマイモが⼤量に詰まっていた。 
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図 5-8 ヒジウの息⼦ユブがキョンを狩るテクニックを伝えてくれる様⼦ 
少ない⾔葉とドローイングが、「わたし」に臨場感のある狩りの様⼦を追体験させる。 
(撮影: 2017年 8⽉ 7⽇ / ニナ・ウィリマン) 
 
 












































































李との対話 -  Islander として 
李は「我來⾃所謂本省⼈家庭。（和訳：私は、いわゆる本省⼈の家系のものです。）」と























- - - - - 
57 本論⽂第５章「5.2〈The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park〉脚本」に対応。 












































































- - - - - 
58 本論⽂第５章「5.2〈The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park〉脚本」ほか。 
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昨⽇サカダン村へ歩いている途中、Dadaoダダオという⽼⼈に出会った。ヒジウは、ダダ









本語で話すのを⾒たいようで、何度も「わたし」に“He can speak Japanese! (彼、⽇本語
話せるよ！)"と⾔ってきた。「わたし」は、“But, I donʼt know if he likes to speak in Japanese. 
(でも、彼が⽇本語を話したいか、わからないし)” 






















































































いの兄弟が 7 ⼈いて、同じ⺟から⽣まれた兄弟はヤヤ以外全員亡くなったと話した。 
  





(描画: 2017年 8⽉ 6⽇ / 新井⿇⼸) 
図 5-10（右）⼭の下の花蓮市市街の市場で売られているマーダ 
複数の先住⺠族が住む花蓮市街地の市場では束で売られている。 
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図 5-11 ⽇本の童謡を⼀緒に歌うサカダン村の村⻑・ダダオと「わたし」 
忘れていた⽇本の童謡をダダオが教えてくれ、⼀緒に何度も歌う。 
ウィリマンら周囲の⼈々は「わたし」たちのその姿を撮影した。 
(撮影: 2017年 8⽉ 5⽇ / ニナ・ウィリマン)  
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図 5-12 ヒジウの息⼦ユブが教えてくれたムササビ狩りの⽅法 
ユブとドローイングを通して話していく中で、徐々にその動物がムササビだと⾒えてきた。 
(描画: 2017年 8⽉ 9⽇ /ユブ・セイサン、新井⿇⼸) 





































2018 年 8⽉ 1⽇ 台湾・花蓮県太魯閣国⽴公園サカダン 
 


























































図 5-13 謎の「彫刻」と「わたし」たちの雄叫びにつられてやって来た⽝ 
ヤヤの家の真ん中に、踊りながらできあがっていった。 
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アドは、30 から 40 代くらいの⼥性で、⼤きな瞳に濃い茶⾊のカラーコンタクトをしてい
た。アドは話すときにしっかりと⽬を⾒て話し、「わたし」をまっすぐと⾒つめる。「わた

















2020 年 2⽉ 21⽇ 台北 
 
昨⽇のアドと李の強い誘いのもと、台北市内のビジネスタウンの中⼼地にある雑居ビル内
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図 5-14 ⽇本軍がかつて台湾・⾼雄の⼭道に残した酒盛りの痕跡 
熱⼼に DAINIPPON BREWERYという瓶にかかれた⽂字を写真にとる「わたし」を撮影する運営チーム。











































































































第６章では、⽇本・東京およびスイス・チューリッヒで 2020 年に⾏った《Avatar tours (ア
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６.２ 表現活動４《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno (アバター・
ツアーズ #2: 東京・上野)》概要 
 
６.２.１ 《Avatar tours #1: Zurich Altstetten》概要 
本章で取り上げるこの表現活動4《Avatar tours #2: Tokyo Ueno》は、2020年7⽉から9
⽉にかけて⾏なった表現活動《Avatar tours #1: Zurich Altstetten》の後継活動として⾏わ














































































図6-1 《Avatar tours # 1: Zurich Altstetten》のツアーパフォーマンスでウィリマンが 
参加者を連れて歩いた道 (地図引⽤：©OpenStreetMap contributors, 
https://www.openstreetmap.org/#map=17/47.39411/8.47575 
＜2021 年 3 ⽉ 8⽇にアクセス＞) 
 
 
図 6-2 《Avatar tours # 1: Zurich Altstetten》ツアーパフォーマンス中の記録写真 
19名のツアーゲストが、willimannaraiの案内を聞きながら、アルテシュテッテン地区を巡った。 
(撮影： 2020 年 9⽉ 10⽇ / Bruno Alder) 














６.２.２ 《Avatar tours #1: Tokyo Ueno》概要 
以上の実践《Avatar tours #1: Zurich Altstetten》でえた経験をもとに、実践《Avatar tours 
















- - - - - 
59 スイス・ヘルムハウス美術館での本来の展覧会期間（2020 年 12⽉ 4⽇から 2021 年 1⽉ 24⽇）に合
わせ、本来ならば 2020 年 12⽉ 30⽇以降も《Avatar tours #1: Tokyo Ueno》活動を継続予定であった。
しかし、スイス国内でのにおける新型コロナウイルス感染症者数の増加を受け、美術館が⼀時閉鎖隣、会
期変更を⾏った。「わたし」たちもそれに伴い、活動を中⽌。変更後の会期は、2020 年 12⽉ 4⽇〜22
⽇および 2021 年 3⽉ 2⽇〜4⽉ 5⽇となり、再開後の 3 ⽉ 2⽇からは、ヘルムハウス美術館周辺のチュ
ーリッヒ旧市街にて、新たなアバターツアーズの活動として、《Avatar tours #3: Zurich Altstadt》を実
践中である。（2021 年 3 ⽉ 10⽇現在） 
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たちが個⼈的に、そして《Avatar tours #1: Tokyo Ueno》を発表する東京藝術⼤学⼤学
美術館にて、配布することで、参加の呼び掛けを⾏った。また、もう１つの展覧会場で
あるスイスのヘルムハウス美術館のウェブやフライヤーの配布を通しても、参加の呼び












した。本作は「Guided tour guide（ガイドされるツアーガイド）」 として機能し、いくつかの場所、
時間、もの、歴史、空間とともに、時に⾝体をも翻訳し重なり合いながら、上野公園を参加者とともに
歩きます。本プロジェクトは、チューリッヒにあるHelmhaus美術館にて2020/12/4-2021/1/24で開催

















表現活動《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》は、本番のツアーが5回⾏われたこともあり、
毎回ツアーを重ねるごとにそこでえた反省点や観客からの感想、議論、想起された点を次
の回に積極的に取り込み、変更をおこなった。 
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とを、2021年3⽉現在⾏っている《Avatar tours #3: Zurich Altstadt》の実践後に、まと
めて制作する⽅向で計画している。 










https://www.openstreetmap.org/export#map=16/35.7146/139.7690 (2021 年 1⽉ 24⽇にアクセス))  
 
[1]  







活動⽇時： 9⽉17⽇ ‒ 10⽉26⽇ 


























































活動⽇時： 2020年11⽉6⽇ 17:00-19:00(⽇本時間)/9:00-11:00(スイス時間)  
活動場所：芸⼤絵画棟 
活動内容概要： (４)④  
[10]  























































































































図 6-8 チューリッヒでの《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンス記録写真 
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スイスでの展覧会オープニングで、美術館前でツアー脚本を読み上げ、チューリッヒの住⺠たちを上
野公園の想像上のツアーへと案内するウィリマン。 (撮影： 2020 年 12⽉ 4⽇ /Vreni Spieser) 
 
 
図 6-9 上野での《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンス記録写真 01 
図 6-8 とほぼ同時刻に撮影した記録。図 6-8 の通り、ウィリマンが伝えた⾔葉は、「わたし」によっ
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図 6-11 上野での《Avatar tours # 1-2: Zurich-Tokyo》インスタレーション・ビュー01 
《Avatar tours #1: Zurich Altstetten》および《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》のそれぞれの活動期




年 12⽉ 17⽇ / 松尾宇⼈) 
 
 
図 6-12 上野での《Avatar tours # 1-2: Zurich-Tokyo》インスタレーション・ビュー02 
《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》表現活動中でウィリマンが描いたマップ・ドローイング全体像。 
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図 6-13 チューリッヒでの《Avatar tours # 1-3: Zurich-Tokyo》インスタレーション・ビュー02 
ツアーパフォーマンス練習時、話し合いの際は、「わたし」もヘルムハウス美術館の展⽰会場に現れ
る。 (撮影： 2020 年 12⽉ 12⽇ / ニナ・ウィリマン) 
 
[31]  
活動⽇時： 2020年12⽉17⽇ 17:30-19:00(⽇本時間)/9:30-11:00(スイス時間) 






















図 6-14 上野での《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンス記録写真 02 
毎回 6〜9⼈ほどのツアー参加者たちは、willimannaraiの案内を聞きながら、上野公園内を巡った。 
(撮影： 2020 年 12⽉ 19⽇ / 松尾宇⼈) 
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[34]  










図 6-15 上野での《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンス記録写真 03 
たまたまツアーパフォーマンス前を通りかかった⼈々も⽴ち⽌まって、ツアーに⽿を傾けることことも







2020年12⽉24⽇ 22:00-24:00(⽇本時間)/14:00-16:00(スイス時間)  
活動場所：各⾃の⾃宅  






















６.３ 「わたし」たちの気づきの交換録#4  
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2020 年 7⽉ 17⽇ 15:30 - 16:29 (スイス時間)、22:30- 23:29 (⽇本時間) スイス・チュ
ーリッヒ 
 




































ドアを⾒つけた。扉の横には「Kinder Theater Schmetterling - Läger 1 Bühnen set 
design 8」と書かれた紙が貼られている。８…いや、待てよ…もしかしたら 8 ではなく、
ただの 2 つの円なのかもしれない。 





















































































ペイン語で" Mi mamá (私のお⺟さん)"と書かれたイタリアン・ピザを提供するレストラン
があり、そのすぐ隣には中華系レストランがある。 
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されている。（ドキュメンタリー映画か何かだろうか、ビデオは⼀時停⽌されていた）。     














は彼らに、この近所のゴミ箱からたくさんの Di mama のピザボックスを⾒つけたこと、
そしてそれが彼らのレストランに興味をもち始めた理由であることを伝えた。その場を落











どが近隣のオフィスの⼈たちで、特に ABB の社員が多いそうだ。それに⽐べて 30分しか
休憩時間がない郵便配達センターの⼈は少ないという。彼らによると、このレストランは





⻑らく気になっていた Zoe Gospel Center もようやく訪ねてみた。中はちょっとしたク
リニックのようで、真っ⽩で光沢感のある防腐剤が⼊った空調の効いたロビーだった。私
の⼊館を告げる電⼦ベルが聞こえてきた。事務室と思われるバックスペースから⼥性が現
























































だ。   

























































































































2018年11⽉ 《How to disappear (completely): Uniformity 4》 
2019年12⽉ 《Reflection fig.3: Otherness》 
2020年7-9⽉ 《Avatar tours #1: Zurich Altstetten》 
2020年10⽉ 《How to disappear (completely): Uniformity 5》 
2020年10-12⽉ 《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》 
2021年3⽉ 《Reflection fig.4: Self》 



























































































































































































































たし」たちは、この《Avatar tours #2: Tokyo Ueno》のツアーの初めに、「わたし」につい
て「willimannarai です」とゲストに⾃⼰紹介している。「わたし」たちは、willimannarai






















































































（３） Avatar toursにおける参加者と実践者の関係性 
 
本活動 Avatar toursは、これまで 3、4、5章で取り上げた実践を含めWillimann/Arai の
ほとんどの活動と⽐べ、参加者と実践者の関係性に異なりがある。本活動以外の活動のほと
んどが、活動を始めるにあたって、活動および発表する地域の⼈々とのつながりをつくりた
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I'm very happy to welcome you here today. 今⽇ここでお迎えできて嬉しいです。 
 
Maybe I should introduce myself: もしかしたら⾃⼰紹介すべきでしょうか。 
 
I am willimannarai. 私は、Willimannarai です。 
 
Usually I speak English, but today I would like to translate myself into Japanese in order 



















































































国が持っています。シャンシャンは 2017 年にこの動物園で⽣まれ、今年 2020 年 6 ⽉で 3
歳になりました。本来は 2歳で返還されるはずだったのですが、オリンピック開催に合わ
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⽊々の後ろにある⼩さな家は、⾒えますか？ここは 1666年からこの鐘を管理している家
族の家です。今も⽇本時間午前 6時、正午、午後 6時の 1⽇ 3回、この鐘を鳴らしつづけ

































































































































Es ist so anstrengend für mich manchmal mit Mayumi zu kommunizieren. Dazu, dass eh 
alles gefühlt mindestens dreimal länger dauert kommen noch die 
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Kommunikationskomplikationen mit der Sprache, die Missverständnisse, die 
Unverständnisse. Dann passiert es, dass ich mich am Ende ihres Satzes an den Anfang 
nicht mehr erinnere, und dass sie inzwischen die Frage vergessen hat. Ich sage mir, es 
ist eine gute Übung für mich in Geduld. Aber manchmal reisst mir der Faden, ich werde 
erst ungeduldig, dann genervt und dann tut es mir sehr leid im Nachhinein. Ich will eine 
gute Gastgeberin sein und auf meinen Gast eingehen, zuhören, achtgeben, helfen, wo 
man helfen kann und sein lassen, wo es besser ist. Es ist diese Balance, die schwierig 
ist, und ich finde, dass es sich auch auf der Machtebene um einen sehr schwierigen 
Balanceakt handelt. Ich habe den Verdacht, dass im Gastgeber-Gast-
Beziehungsgespann eine grundlegende Imbalance herrscht: die Verantwortung lastet 
ungleich verteilt, systematisch bedingt meine ich, mehr auf den Schultern des 
Gastgebers als auf denjenigen seines Gastes, so wie schlussendlich auch die Macht in 
seinen Händen liegt. Das letzte Wort in seinem Mund.  
Mayumi sagt zu mir, dass ich ihr keine Verantwortung schuldig bin. Wahrscheinlich hat 
sie recht, ich fühle mich als Mutter und Aufpasserin, als Gefahrendetektorin und 
Helferin, und übe diese Funktionen wohl gegen ihren Willen aus, das merke ich schon. 
Aber ich kann es nicht kontrollieren! Es geschieht mit mir, es überkommt mich, und 
gleichzeitig empfinde ich diese Rolle als Last.  
Kann man eine Freundschaft, eine Liebesbeziehung oder auch eine Kollaboration auch 
eine Art Gastgeber-Gast-Beziehung verstehen? Im Idealfall ist das Machtgefälle 


































An einem der letzten Abende nimmt Jesus uns mit seinem Auto mit zu einem 
Aussichtspunkt auf dem Berg, von wo man bei heftigem Wind über das Mittelland und 
in nebelverhangene Täler blicken kann. Man sieht schon die ersten Lichter angehen, 
und es dunkelt langsam ein. Jesus lädt uns ein zum Fondue mit ihm und seiner Frau im 
nahen gelegenen Restaurant. Seine Frau hat schelmische Augen und ich fühle mich 
vom ersten Moment an misstrauisch beobachtet von ihr. Jesus erzählt uns ein paar 
Geschichten, und wir hören alle zu, aber die Spannung hängt spürbar in der Luft. Die 
Unterhaltung wird zäh wie der Käse, und dann beginnt Jesusʼ Frau uns mit Fragen zu 
löchern. Was wir denn genau wollen, und warum. Und warum wir gleich angezogen 
seien. (Bei dieser Bemerkung schaut Jesus uns erstaunt an, dann sie, und sagt: “Oh das 
hatte ich gar nicht bemerekt!” Ihre Fragen sind bissig, und ihre Augen mustern uns 
abwechselnd. Plötzlich greift sie aus dem nichts mit einer entschlossenen Geste in 
meine Haare und sagt: Die sind nicht echt. Ich bin perplex. Und entschliesse dann, das 
Spiel, (das in meiner Wahrnehmung keines ist), abzubrechen. Ich ziehe die Perücke 
aus, zeige sie ihr. Mayumi, die wahrscheinlich nichts versteht, tut es mir gleich. Ich 
sehe den Triumph in den Augen von Jesusʼ Frau, die sich in ihrem diffusen Verdacht 
bestätigt zu fühlen scheint, irgendwie hinters Licht geführt worden zu sein. Aus den 
Augenwinkeln sehe ich Jesusʼ erstarrtes Gesicht. Er sagt für eine Weile nichts mehr. Als 
ich ihn frage, ob er enttäuscht sei, bejaht er zögernd und sagt dann, er fühle sich 
betrogen. “Ihr seid viel älter als ich dachte. Ihr seid ja Frauen, und keine Mädchen”. 
Und nach einer Weile fügt er hinzu, mehr zu sich selbst, dass er uns wohl mit seinen 
Töchtern verwechselt hatte, die beide ausgeflogen sind und sich nie bei ihm melden, 
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und die er furchtbar vermisst.  
 












2017 年 7⽉ 20⽇ 東京・⻄荻窪 
 
販売員は、⼼配そうに私が⼿に持っているプラグを⾒てから、並べられている商品に⽬を






Die Verkäuferin schaut den Stecker in meiner Hand besorgt an und gibt mir mit einem 
Blick auf die Produkte in ihrer Auslage zu verstehen, dass sie keinen Adaptor, 
„adaputa“, wie mir Google translate übersetzt, in Sortiment hat. Nach ein paar Stunden 
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Suche gebe ich auf, erschöpft von der Hitze und meiner Erfolglosigkeit. Meine Geräte 
und meine Sprache sind nicht kompatibel mit Japan, und auch die Übersetzung zehrt 
am letzten Rest der Batterien, sie werden in einer Weile leer sein und ich von der 













Nach meinen Misserfolgen in den Elektrogeschäften hatte M. einen gestern Adapter im 
Internet bestellt - nur hat die Lieferung heute nicht geklappt, da die Klingel offenbar 
nicht funktioniert. Da alle meine Batterien leer sind, bin ich nachts um halb 12 in M.ʼs 
Studio gelaufen. Hier gibt es nämlich eine amerikanische Steckdose, für die mein 
Reiseadapter passt (da steht drauf „adapt to the world“).  
 
＊ 
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私たちはここにいるべきではない。だが、私たちはここにいる。 
Abends, am Ende eines langen Gesprächs mit Yaya über Gastfreundschaft erscheint ihr 
Sohn Kimbo mit der Jagdflinte. Dies ist das erste Mal das er zu uns spricht, seit wir hier 
sind, und wir verstehen nichts. Zum Glück ist Dorothy da und übersetzt: "schon 
tausendmal wurden hier dieselben Fragen gestellt, die ihr uns stellt, und nichts hat sich 
geändert". Er erwähnt die Gäste, die kommen, um zu konsumieren, die Studenten und 
die Wissenschaftler, die hier Material für ihre Arbeit suchen. Mayumi fragt was er denn 
meint mit „ändern“. Und was er sich wünsche. "Dass sich die Leute sich an uns 
erinnern. Dass sie uns nicht einfach kommen, nehmen und vergessen." Yaya sagt, sie 
möchte den Gästen Verantwortung für diesen Ort lernen. Sie sieht Gastfreundschaft als 
Austausch von Wissen, als gegenseitiger Lernprozess. Kimbo findet, die Kinder sollten 
nicht ins Tal und nicht in die Schule gehen. Dass das Geld und die Gier danach vom Tal 
hier hoch kam, und Zwietracht in die Nachbarschaft brachte, da jetzt alle um Gäste 
wetteifern. Die 15-jährige Tochter von Nac möchte im Flughafen arbeiten. Kimbo sagt: 
dieser Ort, wo ihr sitzt, gehört meiner Familie! Ihr solltet nicht hier sein. 
 
Wir sollten hier nicht sein. 





























































































































Wen schaue ich an. Für wen sitze ich hier. Zwei Stunden vor dem Spiegel, die Augen 
auf die Kamera im Spiegel geheftet, während der Coiffeur und seine Mutter mit 
geschickten Händen unsere falschen Haare zu einer identischen Frisur kürzen. Ein 
weiterer Schritt zum Verschwinden. Das Radio spielt amerikanische Rock- Musik aus 
den 90ern die mich melancholisch und nostalgisch stimmt. Jetzt, wo der Coiffeur die 
Kamera verdeckt, wage ich einen kurzen Kontrollblick: Ja, ich bin immer noch da.  
 
Ich verbringe die Tage zwischen warten, hinterherlaufen, zuhören ohne zu verstehen 
und dem Versuch, Missverständnisse zu vermeiden oder im Idealfall ihre Entstehung im 
Vorfeld zu verhindern. Am Abend bin ich hundemüde und weiss nicht recht wovon. Es 
ist wohl meine eigene Ungeduld, die mich ermüdet, meine Unfähigkeit, das eigene 
Handlungsunfähigkeit zu akzeptieren, meine totale Abhängigkeit. M. ist mein Link zur 
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Welt, meine Aufsichtsperson, meine Nanny, denn alleine bin ich unmündig, unfähig, im 
Supermarkt Entscheidungen zu treffen oder auch nur schon den richtigen Knopf zu 
drücken. 
 
Ich muss mich wohl oder übel ihrem Rhythmus anpassen und das dankbar annehmen, 
was sie mir gibt (sie gibt ihr bestes) und versuchen, mich nicht darüber zu beschweren 
und ihr meine Ungeduld nicht anzulasten.  
 
Ich beobachte M.  
Sie handelt nicht zielorientiert, sie vergisst ständig die Zeit, oder nimmt sie nicht ernst, 
lässt sich treiben von den Gesprächen und Menschen, denen wir begegnen, ist 
fasziniert von allem und jedem, lässt sich begeistern von Alltäglichem. Sie kommt 
Stunden zu spät und ist immer auf dem letzten Drücker, und hat dennoch immer Zeit 
zum zuhören. Ihre Neugierde wertet nicht. Ich bewundere das an ihr. Es ist inspirierend. 
Prallt aber heftig mit meinem Realismus, Bedürfnis nach klarer Struktur und Fokus und 
Effizienz zusammen. Ich empfinde mich nicht als sonderlich schnelle Person, generell, 
aber verglichen mit M. bin ich ein Shinkanzen. 
 
Alles in mir sträubt sich, will alleine sein, will seinen eigenen Rhythmus gehen. Will 
meine Schritte, meine eigenen Schritte machen. Es ist wahr dass wir uns auflösen 
ineinander, Stück für Stück, M. und ich, wenn wir zusammen sind. Es gibt keinen privat 
space, und es gibt keine Freizeit. Alles gehört zur Arbeit, wir arbeiten von Morgen früh 
bis wir Abends einschlafen im selben Raum, Seite an Seite, ich glaube nicht ob ich 
jemals so eng mit jemandem gelebt habe. Vielleicht nicht einmal in einer 
Paarbeziehung. Das überschreitet meinen Erfahrungsspielraum, ist eine enorme 
Herausforderung auf allen Ebenen - aber erlaubt erst die Art von Arbeit, die wir 
machen. 
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図 7-2 《The gift exercise / Invitation 2: Nakanojo》記録写真 
第 4章で取り上げた《The gift exercise / Invitation 2: Nakanojo》の活動の中で、ウィリマンと「わたし」
のユニフォームである⻑髪だったカツラを、短く切り整えてくれている中之条の地元の美容師さん。引き
換えに「イングリッシュレッスンと美容室前のガーデニング」をお願いされ、実⾏した。 





















⼥性 1 ⼈ 1 ⼈を引き離そうとする慣習に⼥性たち⾃⾝が飲み込まれていたからだ。」と話















































図 7-3 《Swiss gymnastics: exercise 1》記録映像抜粋 
ウィリマンと初めて取り組んだ活動。フォークダンスのステップの調査から⽂化の 
流動性を考え、そこから新たなエクササイズを⽣み出す表現活動。  















- - - - - 
60 １章「1.3 「わたし」とウィリマン」内で述べた、「わたし」とウィリマンが参加した異⽂化・異分
野交流共同プロジェクト(Transcultural Collaboration)。ヨーロッパとアジアから 22 ⼈参加した。 




図 7-4(左) 《How to disappear (completely): Uniformity》記録写真 01 
図 7-5(右) 《How to disappear (completely): Uniformity》記録写真 02 
表現活動中にて⾹港(左)・杭州（右）においてユニフォームを調査。 
 (撮影: 2015年 10⽉ / 新井⿇⼸（図 7-4）、ニナ・ウィリマン（図 7-5）) 
 
 
図 7-6 《How to disappear (completely): Uniformity / Practice 2》記録写真 
ユニフォームの調査の⼀環として、「わたし」たちと同じ装いを⽤意し、通りかかりの関⼼を持った地










































- - - - - 
61 表現活動《Swiss Step Aerobics》(Willimann/Arai, 2018-)および、第５章で取り上げた活動《The gift 
exercise / Invitation 4.2 : Taroko National Park》。 






































と考えられる主体が⾏うものではない[….] ⾏為の背後にはなにも存在しない [….] ⾏為
















図 7-7 《How to disappear (completely) ): Uniformity / Practice 3》記録映像抜粋 
ユニフォームであるカツラを、お互いが相⼿の動きを観察し、模倣しながら、相⼿の髪を切っていった。 









- - - - - 
62 バトラー、ジュディス 『ジェンダー・トラブル: フェミニズムとアイデンティティの攪乱』 ⽵村和
⼦訳、東京: ⻘⼟社、2018 年。 
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７.４.１ 実践１《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》の
場合 
 














































































「同じもの」としてのユニフォームの表現 ー 交互に海に⽴つ 
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図7-8 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録写真 
実施⽇、17時35分頃。海の中で⽴つウィリマンとビデオカメラの横に座り、ウィリマンとその周囲
の変化を観察する「わたし」。（撮影: 2015年10⽉28⽇ / カティア・グレース） 
 
 
７.４.２ 実践２《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》の場合 
 


















- - - - - 
63 Nina Willimann.  “Zettel 82: Nakanojo, 21. 8. 2017”  Fragmente 2015–2018.  Zurich, 2018. 本論⽂
筆者(新井⿇⼸)本⼈による邦訳。 





























Ich spüre eine Grenze, sowohl in unserer Zusammenarbeit (das ständige Zusammen-sein) 
als auch im Austausch mit unseren „Gästen“. Ich ertrage ich meine Charakter- und 
Sprachlosigkeit nicht mehr. Ich sehne mich nach meinen Kleidern, nach meinen Haaren 


















「第３の存在」としてのユニフォームの表現 ー トロフィーフォト 
⼀⽅、その中で「わたし」たちが⾏った主なユニフォームの表現は、同じ格好をして、真
剣な顔で、ポーズを取り、借りてきたものと共に写真を撮るということであった。この写真














「2017年 9⽉ 20⽇ 神奈川県川崎市 
















図 7-9 《The gift exercise / Invitation 2: Nakanojo》記録写真 
交換として（貸して）もらったバーベキューに使う炭と共にトロフィーフォトを撮影する様⼦。 
(撮影: 2017年 9⽉ 12⽇ / 松尾宇⼈) 
 
 
７.４.３ 実践３《The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park》の場合  
 















































































- - - - - 
64 Nina Willimann.  “Zettel 78: Sakadang, 9.8.2017”  Fragmente 2015‒2018.  Zurich, 2018. 本論⽂筆
者(新井⿇⼸)本⼈による邦訳。 
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図 7-10 《The gift exercise / Invitation 4.1: Sakadang/Datong》閉じた状態のマップ 
 
 
図 7-11 《The gift exercise / Invitation 4.1: Sakadang/Datong》開いた状態のマップ 
 
図 7-10（上）、図 7-11 (下) ５章で取り上げた台湾における表現活動のシリーズ初年度(2017)に⾏
った活動《The gift exercise / Invitation 4.1: Sakadang/Datong》においてつくられたマップ。「わ
たし」たちをホストしてくれたタロコの⼈々は、ドローイングを主な共通⾔語とし、⾃分たちの歴史
や⽣活に関する対話を⾏い、その痕跡を組み合わせてつくった。（製作時期: 2017年 8⽉）  






























































図 7-12 《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》トロフィーフォト（交換 No.48/ 
交換サービス「タオルとコーヒー 毎⽇お茶かコーヒーをもらう」） 
(撮影： 2017年 9⽉ 4⽇ / Willimann/Arai) 
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図 7-13 《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》トロフィーフォト（交換 No.75/ 
交換サービス「⼆⼈が次の展⽰を成功させるよう願う」） 
(撮影： 2017年 9⽉ 18⽇ / 村上久美⼦・瀬⼭康敬) 
 
 































図 7-14 《The gift exercise / Invitation 4.1: Sakadang/Datong》記録写真 
タロコのホストであるヤヤとユリが「わたし」たちにタロコのキリスト教伝来の歴史を漢字や 
ドローイングを交えて伝える。(撮影： 2017年 8⽉ 2⽇ / ニナ・ウィリマン) 
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照: バトラー、ジュディス 『ジェンダー・トラブル: フェミニズムとアイデンティティの攪乱』 ⽵村
























































ちは、2017 年以来毎年夏には台湾に戻り、また５章で取り上げた表現活動《The gift exercise 




































































「わたし」たちは、5章でも述べたとおり、2017 年 8⽉以来毎年台湾へ戻り、《The gift 
exercise / Invitation 4 : Taiwan》シリーズの活動を継続的に展開してきている。５章で取

























- - - - - 
68 ウィリマンと「わたし」の間で、話し合いで繰り返し集約される論点は、ホスピタリティ、翻訳、他者
性、そして⾃⼰である。 
69 須永剛司 「芸術のデザインからデザイン学を展望する」『計測と制御』 54巻、7号、2015 年 7








































































































る。(参照：川俣正 『アートレス： マイノリティとしての現代美術』 東京: フィルムアート社、2006
年、177⾴および 122-123⾴。) 
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内での寄稿テキスト)）＜東京都国⽴近代美術館編 『ドキュメント | 14 の⼣べ』 京都市: ⻘幻舎、
2013年。＞ ) 
74 河合隼雄 『⼦どもの宇宙』 東京: 岩波新書、1987 年。 
75 伊藤亜紗 「『関係性の美学』の演劇的性格」『美術芸術学研究』 第３０号、２０１０年、39⾴。 
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Reflection fig.1: Hospitality.  2017 
Reflection fig.2: Translations.  2018 
Reflection fig.3: Otherness.  2019 
 
＜映画＞ 
サファ・ファティ監督 『デリダ、異境から D'ailleurs, Derrida』[DVD]、ジャック・デリ
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第１章 はじめにー 「わたし（たち）」について 
図 1-1 ウィリマンと初めて撮影したWillimann/Arai のセルフポートレート 
 
第３章 ⾃分を他者(相⼿)の中においてみるー ⾹港・清⽔海岸 
図３-1 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》活動⾵景 
図 3-2 ⾹港島・北⾓の⾃室からの⾵景 
図 3-3 ⾹港での太極拳の練習⾵景 
図 3-4 ⾹港・下⽩泥から⾒える中国本⼟の⾵景 
図 3-5 開発が続けられる⾹港島 
図 3-6 ヴィクトリア港を九⿓側へ渡るフェリーから⾹港島を眺める 
図 3-7 《How to disappear (completely): Integration / Practice 1》記録映像抜粋 
図 3-8 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 01 
図 3-9 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 02 
図 3-10 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 03 
図 3-11 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 04 
図 3-12 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 05 
図 3-13 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 06 
図 3-14 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録映像抜粋 07 
 
第４章 相⼿と⾃分を重なり合わせるー ⽇本・中之条 
図 4-1 《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》活動場所前に⽴つウィリマンと「わ
たし」 
図 4-2 《The gift exercise / Invitation 1: Romainmôtier》記録写真 
図 4-3 《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》活動拠点となった元店舗前の普段
の様⼦ 
図 4-4 《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》活動拠点前の JR中之条駅へと続く
街⼀番の⼤通り 
図 4-5 活動初⽇の室内の様⼦ 
図 4-6 活動を伝えるフライヤー 
図 4-7 活動 4⽇⽬の様⼦ 
図 4-8 「わたし」たちが中之条を去る直前の台所 
図 4-9 借りた炊飯器と⼩池さんの畑でとれたミョウガで炊いた炊き込みご飯 
図 4-10 活動 23 ⽇⽬の様⼦ 
図 4-11 活動 24⽇⽬の様⼦ 
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図 4-12 県外からやってくる観客たち 
図 4-13 ユニフォームをきた中之条の住⺠たちが新たな客を招き⼊れ続けた 
図 4-14 招き⼊れた新たな客と共に遊ぶ中之条の地元の⼦供たち 
図 4-15 「Willimann/Arai」役としてそれぞれが活動の主体となり、招き⼊れ続けた中之
条の住⺠たち 
図 4-16 「気軽によります」というお願いと交換された招き猫 
図 4-17  willimannarai セルフポートレート 
 
第５章 重なりに⾒える⾃分⾃⾝に向き合うー 台湾・太魯閣国⽴公園 
図 5-1 ⼤⽇本帝國陸地測量部が作製した地図における太魯閣国⽴公園の領域 
図 5-2 《The gift exercise / Invitation 4.2: Taroko National Park》記録写真 
図 5-3 『禮物交換練習 / 邀請 4.2: 太魯閣国家公園 The gift exercise / Invitation 4.2: 
Taroko National Park』脚本表紙 
図 5-4 滞在していたタロコのホスト・ヤヤの家の⼀部 
図 5-5 サカダン村へ続く道・サカダン林道から望む向かいの⼭肌 
図 5-6 サカダン村に残るかつて⽇本⼈の先⽣が住んでいた家の⾵呂場跡 
図 5-7 畑を荒らす動物除けの罠に捕まった⼤猪の解体 
図 5-8 ヒジウの息⼦ユブがキョンを狩るテクニックを伝えてくれる様⼦ 
図 5-9 サカダン林道によく⽣える⾷⽤の野草・マーダを図解したメモ 
図 5-10 ⼭の下の花蓮市市街の市場で売られているマーダ 
図 5-11 ⽇本の童謡を⼀緒に歌うサカダン村の村⻑・ダダオと「わたし」 
図 5-12 ヒジウの息⼦ユブが教えてくれたムササビ狩りの⽅法 
図 5-13 「わたし」たちの雄叫びにつられてやって来た⽝とヤヤの家の真ん中に、踊りな
がらできあがっていった謎の「彫刻」 




図 6-1 《Avatar tours # 1: Zurich Altstetten》のツアーパフォーマンスでウィリマンが 
参加者を連れて歩いた道 
図 6-2 《Avatar tours # 1: Zurich Altstetten》ツアーパフォーマンス中の記録写真 
図 6-3 《Avatar tours #1: Tokyo Ueno》における「アバター」の仕組み 
図 6-4 ツアーパフォーマンスの告知・招待状等に使⽤したイメージ 
図 6-5 展覧会会場に置いたツアーパフォーマンス参加者募集を呼びかけるポストカード
の表⾯と裏⾯ 
図 6-6 《Avatar tours #1: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンスの仕組み 
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図 6-7 《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》表現活動期間内で、ウィリマンと「わたし」が
歩いた道 
図 6-8 チューリッヒでの《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンス記録写
真 
図 6-9 上野での《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンス記録写真 01 
図 6-10 チューリッヒでの《Avatar tours # 1-3: Zurich-Tokyo》インスタレーション・ビ
ュー01 
図 6-11 上野での《Avatar tours # 1-2: Zurich-Tokyo》インスタレーション・ビュー01 
図 6-12 上野での《Avatar tours # 1-2: Zurich-Tokyo》インスタレーション・ビュー02 
図 6-13 チューリッヒでの《Avatar tours # 1-3: Zurich-Tokyo》インスタレーション・ビ
ュー02 
図 6-14 上野での《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンス記録写真 02 
図 6-15 上野での《Avatar tours # 2: Tokyo Ueno》ツアーパフォーマンス記録写真 03 
 
第７章 「なる」論前章：形を重ねる（uni・form） 
図 7-1 《The gift exercise / Invitation 1: Romainmôtier》記録写真 
図 7-2 《The gift exercise / Invitation 2: Nakanojo》記録写真 
図 7-3 《Swiss gymnastics: exercise 1》記録映像抜粋 
図 7-4 《How to disappear (completely): Uniformity》記録写真 01 
図 7-5 《How to disappear (completely): Uniformity》記録写真 02 
図 7-6 《How to disappear (completely): Uniformity / Practice 2》記録写真 
図 7-7 《How to disappear (completely) ): Uniformity / Practice 3》記録映像抜粋 
図 7-8 《How to disappear (completely): Re-naturalization / Practice 1》記録写真 
図 7-9 《The gift exercise / Invitation 2: Nakanojo》記録写真 
図 7-10 《The gift exercise / Invitation 4.1: Sakadang/Datong》閉じた状態のマップ 
図 7-11 《The gift exercise / Invitation 4.1: Sakadang/Datong》開いた状態のマップ 
図 7-12 《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》トロフィーフォト（交換 
No.48/交換サービス「タオルとコーヒー 毎⽇お茶かコーヒーをもらう」） 
図 7-13 《The gift exercise / Invitation 2.1: Nakanojo》トロフィーフォト（交換 
No.75/交換サービス「⼆⼈が次の展⽰を成功させるよう願う」） 















Patrick Müller、Daniel Späti、Nuria Kramer、松井みどり、Nac Hijiu、Yaya Huwat、Saysang 
Ukaw、Yubu Sysang、Rubiq Saysang、Riya Saysang、李尚喬、陳政道、村上さん・瀬⼭
さん・⼩池さん⼀家、塩野⾕さん親⼦、林敏⾏、Sally De Kunst、Milenko Lazic、Weichen 
Zhong、根来美和、藩美君、龔卓軍、Nicole Henning、Vreni Spieser、Captain Zip (aka Phil 
Munnoch)、Lorraine Fossi、Natalie Meister、Jasmin Schaitl、William Bilwa Costa、David 
Wiltschek、⻑⽥奈緒、Yukie Hori、Zoé Schellenbaum、Dorothy Wong Ka Chung、Benjamin 
Ryser、中津川侑紗、林頌介、井上潤美、しばたみづき、新井邦⽣・伶奈・理恵⼦・富雄、
そのほか⾹港・中之条・台湾・Avatar toursの活動に参加してくださった各地域の住⺠の皆
様（敬称略、順不同） 
 
